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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第74期
第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (千円) 10,769,665 11,882,760 21,722,466

経常利益 (千円) 228,666 591,039 354,749

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失(△)

(千円) 25,519 226,804 △82,140

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △64,391 755,325 650,950

純資産額 (千円) 6,207,284 7,636,054 6,922,338

総資産額 (千円) 24,074,736 28,479,176 25,208,319

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり当期純損失(△)

(円) 6.22 55.21 △20.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 6.21 55.13 －

自己資本比率 (％) 25.7 26.8 27.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 103,533 △1,195,656 945,120

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,231,190 △997,069 △1,557,608

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 586,822 2,546,352 △169,435

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,562,089 3,111,420 2,543,000
 

　

回次
第74期
第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

(円) △3.71 50.04
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２．第74期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損
失であるため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、コロナによる行動制限が緩和されたものの、ゼロコロナ政策を

継続する中国のロックダウン、世界的なインフレに加え、前年から続く半導体不足、原油や天然ガスなどのエネル

ギーコスト及び原材料費の高騰など不透明な状況が続いています。当社の主要市場である自動車業界は、需要こそ

旺盛であるものの半導体不足や中国のゼロコロナ政策の影響により生産計画の下方修正が相次ぐなど厳しい状況が

続きました。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期比10.3％増の118億82百万円、

営業損失は１億86百万円（前年同四半期は１億71百万円の利益）となりました。経常利益は為替差益が発生したこ

とから同158.5％増の５億91百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同788.8％増の２億26百万円となりまし

た。

 
セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

① 日本

半導体不足や中国ゼロコロナ政策の影響による自動車向けの生産調整が相次ぎ、売上高は前年同四半期比2.1％減

の41億80百万円となりました。セグメント損失は材料費高騰の影響などもあり14百万円（前年同四半期は２億36百

万円の利益）となりました。
 

② 米州

テネシー新工場の操業遅延があったものの、メキシコ工場の生産立上げが進んだことと円安の影響もあり売上高

は前年同四半期比微増の13億68百万円となりました。セグメント損失は、テネシー新工場の操業遅延や材料費高騰

の影響などもあり５億46百万円（前年同四半期は３億40百万円の損失）となりました。
 

③ 欧州

医療及び航空機向けが回復したことと円安の影響もあり、売上高は前年同四半期比17.7％増の12億10百万円とな

りました。セグメント利益は材料費やエネルギーコスト高騰などにより同25.6％減の40百万円となりました。

 
④ アジア

自動車、ＯＡ機器、医療向けが好調だったことと円安の影響もあり売上高は前年同四半期比24.7％増の51億23百

万円となりました。セグメント利益は同39.7％増の３億９百万円となりました。

 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ32億70百万円増加し、284億79百万円

となりました。

資産の部においては、流動資産合計額が23億92百万円増加し、147億13百万円となりました。主な理由は、現金

及び預金が８億91百万円、受取手形及び売掛金が12億65百万円及び棚卸資産が２億94百万円増加したことによる

ものであります。また、固定資産合計額は８億77百万円増加し、137億65百万円となりました。主に、有形固定資

産の増加によるものであります。

負債の部においては、負債合計額は208億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億57百万円増加しまし

た。主な理由は、借入金が27億24百万円増加したことによるものであります。
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純資産の部においては、純資産合計額が76億36百万円となり、前連結会計年度末に比べて７億13百万円増加し

ました。主な理由は、親会社株主に帰属する四半期純利益の発生により株主資本合計が１億85百万円、為替換算

調整勘定が５億56百万円増加したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は26.8％（前連結会計年度末は27.4％）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ５億68百万円増加し、31

億11百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により資金が11億95百万円減少（前年同四半期は１億３百万円の資金増加）しました。

主な収入要因は、税金等調整前四半期純利益による資金増加が４億89百万円及び減価償却費による資金留保７

億20百万円によるものです。主な支出要因は、為替差益による資金減少が５億98百万円、売上債権の増加による

資金減少が９億56百万円及び仕入債務の減少による資金減少が３億33百万円によるものであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により資金が９億97百万円減少（前年同四半期は12億31百万円の資金減少）しました。

主な支出要因は、当社及びグループ会社における設備投資７億34百万円によるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により資金が25億46百万円増加（前年同四半期は５億86百万円の資金増加）しました。

主な収入要因は、有利子負債の増加27億４百万円によるものであります。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は39,539千円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,500,000

計 12,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2022年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,153,370 4,153,370
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株
式。単元株式数は、100株
であります。

計 4,153,370 4,153,370 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年７月１日～
2022年９月30日

― 4,153,370 ― 1,000,000 ― 250,000
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(5) 【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＡＡＡ株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 446 10.86

スマート有限会社 東京都中央区銀座８－１９－２ 300 7.30

ＡＳＡＤＡ株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 289 7.05

加藤雄一ホールディングス株式会社 東京都文京区本駒込１－１４－４ 280 6.82

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２－１１－３ 218 5.32

アーク株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 205 4.99

ＡＲＴ株式会社 東京都中央区銀座８－１９－２ 200 4.87

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 198 4.84

エース株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 142 3.46

スマイル株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 94 2.29

計 － 2,374 57.81
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式45千株(1.09％)があります。

 
 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 45,300
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式。単元株式数
は、100株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式　

40,424 同上
4,042,400

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
65,670

発行済株式総数 4,153,370 ― ―

総株主の議決権 ― 40,424 ―
 

(注)１.　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権４個)含まれ

ております。

２.　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社の自己株式17株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱アドバネクス

東京都北区田端六丁目１
番１号

45,300 ― 45,300 1.09

計 ― 45,300 ― 45,300 1.09
 

(注） 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権１個）ありま

す。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2022年７月１日から2022年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,175,062 4,066,564

  受取手形、売掛金及び契約資産 4,360,590 5,626,135

  商品及び製品 1,462,752 1,370,930

  仕掛品 835,012 910,523

  原材料及び貯蔵品 1,693,896 2,004,405

  その他 824,332 765,193

  貸倒引当金 △31,090 △30,314

  流動資産合計 12,320,556 14,713,437

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,359,678 4,499,081

   機械装置及び運搬具（純額） 4,252,836 4,580,410

   土地 1,428,985 1,677,874

   その他（純額） 1,914,852 2,096,888

   有形固定資産合計 11,956,352 12,854,254

  無形固定資産 107,426 119,371

  投資その他の資産 ※１  823,983 ※１  792,113

  固定資産合計 12,887,763 13,765,738

 資産合計 25,208,319 28,479,176

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,660,399 3,445,783

  短期借入金 1,442,302 4,343,293

  1年内返済予定の長期借入金 3,124,881 3,391,891

  リース債務 216,004 250,815

  未払法人税等 160,618 213,556

  賞与引当金 283,980 262,726

  その他 1,470,269 1,366,225

  流動負債合計 10,358,456 13,274,291

 固定負債   

  長期借入金 5,398,400 4,955,361

  リース債務 1,012,725 1,062,886

  繰延税金負債 251,339 269,542

  資産除去債務 54,244 54,908

  退職給付に係る負債 1,159,114 1,141,175

  その他 51,700 84,956

  固定負債合計 7,927,524 7,568,829

 負債合計 18,285,981 20,843,121
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 250,000 250,000

  利益剰余金 5,064,348 5,250,067

  自己株式 △77,765 △78,289

  株主資本合計 6,236,582 6,421,777

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 25,720 △9,705

  為替換算調整勘定 632,086 1,188,553

  退職給付に係る調整累計額 19,354 26,834

  その他の包括利益累計額合計 677,161 1,205,682

 新株予約権 8,594 8,594

 純資産合計 6,922,338 7,636,054

負債純資産合計 25,208,319 28,479,176
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 10,769,665 11,882,760

売上原価 8,370,280 9,539,101

売上総利益 2,399,384 2,343,658

販売費及び一般管理費 ※1  2,227,966 ※1  2,530,583

営業利益又は営業損失（△） 171,418 △186,925

営業外収益   

 受取利息 9,686 11,863

 受取配当金 1 1

 受取賃貸料 36,331 52,654

 為替差益 134,522 604,577

 補助金収入 1,435 35,904

 債務免除益 - ※２  185,709

 その他 16,292 28,078

 営業外収益合計 198,268 918,789

営業外費用   

 支払利息 108,989 117,486

 その他 32,031 23,337

 営業外費用合計 141,021 140,824

経常利益 228,666 591,039

特別利益   

 固定資産売却益 1,208 4,740

 特別利益合計 1,208 4,740

特別損失   

 固定資産売却損 176 906

 固定資産処分損 8,133 717

 訴訟関連損失 31,026 -

 事業再編損 - ※４  60,440

 新型コロナウイルス感染症関連損失 - ※３  44,480

 特別損失合計 39,336 106,544

税金等調整前四半期純利益 190,538 489,235

法人税、住民税及び事業税 155,466 236,048

法人税等調整額 9,552 26,382

法人税等合計 165,019 262,430

四半期純利益 25,519 226,804

親会社株主に帰属する四半期純利益 25,519 226,804
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 25,519 226,804

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,735 △35,426

 為替換算調整勘定 △91,681 556,466

 退職給付に係る調整額 7,505 7,480

 その他の包括利益合計 △89,910 528,521

四半期包括利益 △64,391 755,325

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △64,391 755,325
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 190,538 489,235

 減価償却費 618,905 720,687

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,846 △3,786

 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,087 △31,725

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △19,516 △25,835

 受取利息及び受取配当金 △9,687 △11,864

 支払利息 108,989 117,486

 為替差損益（△は益） △105,048 △598,752

 固定資産売却損益（△は益） △1,032 △3,833

 固定資産処分損益（△は益） 8,133 717

 売上債権の増減額（△は増加） 103,993 △956,233

 棚卸資産の増減額（△は増加） △617,489 △23,352

 仕入債務の増減額（△は減少） 258,591 △333,682

 その他 △236,258 △219,922

 小計 312,361 △880,861

 利息及び配当金の受取額 8,240 11,938

 利息の支払額 △63,487 △152,700

 法人税等の支払額 △153,581 △174,033

 営業活動によるキャッシュ・フロー 103,533 △1,195,656

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,075,515 △734,117

 有形固定資産の売却による収入 2,068 6,211

 無形固定資産の取得による支出 △21,973 △15,883

 無形固定資産の売却による収入 331 300

 投資有価証券の取得による支出 △73,285 △300

 定期預金の預入による支出 △255,600 △333,340

 定期預金の払戻による収入 213,646 79,280

 その他 △20,862 779

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,231,190 △997,069

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 368,920 2,884,401

 長期借入れによる収入 1,900,000 1,549,871

 長期借入金の返済による支出 △1,553,656 △1,730,104

 自己株式の増減額（△は増加） △347 △524

 配当金の支払額 △42,211 △48,660

 その他 △85,882 △108,631

 財務活動によるキャッシュ・フロー 586,822 2,546,352

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,853 214,793

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △530,980 568,419

現金及び現金同等物の期首残高 3,093,069 2,543,000

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  2,562,089 ※１  3,111,420
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　　

(会社方針の変更）

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとして

おります。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

投資その他の資産 245 千円 245 千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年９月30日)

発送費 236,103 千円 271,618 千円

給与手当 977,271 千円 1,076,385 千円

賞与引当金繰入額 33,497 千円 49,558 千円

退職給付費用 47,005 千円 42,193 千円

減価償却費 41,554 千円 49,991 千円
 

 
※２　債務免除益

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

当社子会社Advanex Americas, Incにおいて「給与保護プログラム（Paycheck Protection Program)」により返

済免除を受けたため、債務免除益として計上しております。

 
※３　新型コロナウイルス感染症関連損失に関する注記

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　新型コロナウイルス感染症防止を背景とした現地政府当局の要請により一部の海外子会社の操業を停止いたし

ました。操業停止期間中に発生した固定費を特別損失として44,480千円計上いたしました。

 

※４　事業再編損

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

当社子会社Advanex Americas, Incの移転に伴う事業再編損であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年９月30日)

現金及び預金 3,405,546 千円 4,066,564 千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △843,457 千円 △955,143 千円

現金及び現金同等物 2,562,089 千円 3,111,420 千円
 

　

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 40,979 10 2021年３月31日 2021年６月30日
繰越利益
剰余金

 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日
定時株主総会

普通株式 41,084 10 2022年３月31日 2022年６月29日
繰越利益
剰余金

 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　アドバネクス(E01393)

四半期報告書

17/24



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 日本 米州 欧州 アジア 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,269,617 1,362,537 1,028,789 4,108,720 10,769,665

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

482,583 6,059 13,252 61,715 563,611

計 4,752,200 1,368,597 1,042,042 4,170,435 11,333,276

セグメント利益
又はセグメント損失（△）

236,980 △340,344 54,204 221,769 172,610
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 172,610

セグメント間取引消去 △1,191

四半期連結損益計算書の営業利益 171,418
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 日本 米州 欧州 アジア 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,180,549 1,368,574 1,210,636 5,123,000 11,882,760

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

572,961 － 136,602 103,051 812,615

計 4,753,510 1,368,574 1,347,239 5,226,051 12,695,375

セグメント利益
又はセグメント損失（△）

△14,649 △546,970 40,316 309,757 △211,547
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △211,547

セグメント間取引消去 24,621

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △186,925
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」「米州」、

「欧州」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、精密ばね製品の他、

インサート成形品及びその他の製品を生産・販売しております。

当該報告セグメントは、当社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検

討を行う対象としていることから、これらの事業で計上する収益を売上収益として表示しております。製品群別

に分解した売上収益及びセグメント売上収益の関連は、次のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

(単位：千円）

 日本 米州 欧州 アジア 合計

精密ばね製品 3,688,987 1,362,537 1,028,789 3,809,848 9,890,162

インサート成形品 571,003 － － 298,871 869,874

その他 9,627 － － － 9,627

合計 4,269,617 1,362,537 1,028,789 4,108,720 10,769,665

顧客との契約から生じる収益 4,269,617 1,362,537 1,028,789 4,108,720 10,769,665

その他の収益 － － － － －
 

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

(単位：千円）

 日本 米州 欧州 アジア 合計

精密ばね製品 3,668,335 1,368,574 1,210,636 4,755,492 11,003,038

インサート成形品 498,263 － － 367,507 865,770

その他 13,951 － － － 13,951

合計 4,180,549 1,368,574 1,210,636 5,123,000 11,882,760

顧客との契約から生じる収益 4,180,549 1,368,574 1,210,636 5,123,000 11,882,760

その他の収益 － － － － －
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 6円22銭 55円21銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円) 25,519 226,804

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

25,519 226,804

 普通株式の期中平均株式数(株) 4,102,543 4,108,258

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 6円21銭 55円13銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

 普通株式増加数(株) 5,895 5,895

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年11月14日

株式会社アドバネクス

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 桐　 川　 　　　聡 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　村　　知　　弘 ㊞

 

　

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドバ

ネクスの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドバネクス及び連結子会社の2022年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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